
【事故概要】

５月宮城県金華山の南東沖において、漁船（乗組員６名）が転覆し
ました。当時、漁船は、操業中で揚網作業を行っていました。

乗組員６名は、転覆した船底に乗って
救助を待っているところを付近航行中の

船舶が発見し、海上保安庁への通報によ

り全員が無事に救助されました。
転覆原因については、調査中です。
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転覆事故の防止対策
・最新の気象情報を確認し、海上荒天が予想される場合は早め
の避難を行ってください。
・出港時の乾舷等を確認し、また、自船の復原性能を把握して
おきましょう。
・漁獲物の量、漁具の積み込み状況によって、船体の復原力
低下につながります。開口部の閉鎖、積載物の固縛もしっか
り行いましょう。
・投網時、揚網時の大傾斜や海水の打ち込みに注意しましょう。
・できる限り単独操業は避け、僚船と行動して相互に安全確認
しましょう。

・転覆事故は、死亡・行方不明者が発生する恐れも
あります。
命を守るため、救命胴衣を常時着用しましょう。

漁船の転覆事故が発生！！

事故当時の気象・海象：晴れ、東北東の風６メートル、海上平穏、視界良好
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